
 平成29年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～28年度）】 【29年度】 【今後予定（30年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業： 緑の拠点整備（クールダム）事業

: - 1 - 007010整理番号

合計 11,941 11,502

みんなの審査会対象事業（平成25年度）

その他　特記事項

堺エコロジー大学運営事業
の実施

11,941

委託料1,450、消耗品費200、

旅費63、会場借上54、保険料36

7,811

通信運搬費162、委託料1,666、

印刷製本費1,000、手数料72、

委託料1,578、借上料117

　H　～　H

謝礼金862、保険料63、

旅費128、消耗品費60、

日本環境教育学会15

借上料1,381、連携講座補助金500

1,803

事業

概要

低炭素都市「クールシティ・堺」を実現し、持続可能な社会を構
築するため、市民・ＮＰＯ・企業・大学・行政等、堺のまちを構
成している人々・団体が連携して、市民の環境意識の向上を
図り、堺の環境の未来を支える人材を育成する。

○一般講座（連携講座／主催講座）の実施
平成２９年度も１００講座以上の実施を予定している。
○専門コースの実施
平成２８年度に引き続き開講期間を１年間、受講者は２０人を想定し、より深く学べるコー
スとしていく。（過年度受講者あり）
○（仮称）ジュニアコースを創設
・（仮称）堺エコプロ体験事業
団体や個人（企業、大学、ＮＰＯ、エコ大サポーター）が有する環境体験プログラムと学校
等からの講座実施依頼をマッチングし講座等を実施する。
・自由研究対応型の講座を実施
一般講座において、小学生の夏休みの自由研究課題（テーマ）になりうる講座を提供す
る。
・（仮称）堺ジュニアエコクラブの創設
小学５年生～高校生を対象に年間を通して環境活動・学習等を行うクラブ組織を創設す
る。

堺エコロジー大学運営事業について、平成２２年に設立して以降順
調に事業を運営し市民等の環境意識向上を促進できているが、一方
で「専門コース修了生の活躍が限定的」、「受講生の大半が高齢者」
といった課題が挙げられる。今後はこれまでの取組は継続しつつ、
輩出してきた人材を活用し、ターゲットを明確化にした取組の強化が
必要であるため、新たに「（仮称）ジュニアコース」を創設する。

全体運営

一般講座・専門コース／
エコ大サポーター

（仮称）ジュニアコース

その他

債務負担行為

463 203

4,274

・堺エコロジー大学運営事業
の実施
・（仮称）ジュニアコースの創
設

堺エコロジー大学運営事
業の継続実施とともに（仮
称）ジュニアコースの本格
実施

平成28年度予算額

6,151 5,222 賃金2,050、謝礼金400、食糧費5、

スケジュール（経過及び今後展開）

要求額（千円）

11,502

5,327

0

事業区分 ： 新規・拡充

平成29年度要求額平成27年度決算額

事業名 堺エコロジー大学運営事業

： 環境局・環境共生課
　施策番号マスター

プラン
：

３つの挑戦
低炭素 5-1

局・課名

事業費（千円）

主な要求内容 （単位：千円）
項目 28年度予算 29年度要求額 内容・積算等

期間


